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(57)【要約】
【課題】手造り感に溢れ、芸術的にも優れた味わい深い
形状の照明スタンドを提供する。
【解決手段】内部に照明具を内装した照明スタンドに於
て、複数の窓部３を有し、天然の木の枝あるいはつるに
て形成された立体枠２と、トイレットペーパーの芯を輪
切り、乃至、輪切りかつ一部切断して、円形または木の
葉型に形成した単体４を、複数個相互接着して、かつ、
複数個の単体４の一方の開口部を塞ぐように和紙６が貼
られて形成された模様ユニットＵと、を有する。立体枠
２の窓部３の内部に模様ユニットＵが接着にて固設され
ている。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　立体形状のスタンド本体（10）と、該スタンド本体（10）に内装される照明具（１）と
を、備えた照明スタンドに於て、
　上記スタンド本体（10）は、
　複数の窓部（３）を有し、天然の木の枝あるいはつるにて形成された立体枠（２）と、
　トイレットペーパーの芯（Ｐ）を輪切り、乃至、輪切りかつ一部切断して、円形または
木の葉型に形成した単体（４）を、複数個相互接着して、かつ、該複数個の単体（４）の
一方の開口部（９）を塞ぐように和紙（６）が貼られて形成された模様ユニット（Ｕ）と
、を有し、
　上記立体枠（２）の上記窓部（３）の内部に模様ユニット（Ｕ）が接着にて固設されて
いることを特徴とする照明スタンド。
【請求項２】
　立体形状のスタンド本体（10）と、該スタンド本体（10）に内装される照明具（１）と
を、備えた照明スタンドに於て、
　上記スタンド本体（10）は、
　複数の窓部（３）を有し、天然の木の枝あるいはつるにて形成された立体枠（２）と、
　トイレットペーパーの芯（Ｐ）を輪切り、乃至、輪切りかつ一部切断して、円形または
木の葉型に形成した単体（４）を、複数個相互接着して、かつ、該複数個の単体（４）の
一方の開口部（９）を塞ぐように和紙（６）が貼られて形成された模様ユニット（Ｕ）と
、を有し、
　上記立体枠（２）の上記窓部（３）の内部に模様ユニット（Ｕ）が接着にて固設されて
おり、
　上記模様ユニット（Ｕ）と上記模様ユニット（Ｕ）の間、及び、上記模様ユニット（Ｕ
）と上記立体枠（２）との間に、光及び空気が通る隙間（８）が形成されていることを特
徴とする照明スタンド。
【請求項３】
　立体形状のスタンド本体（10）と、該スタンド本体（10）に内装される照明具（１）と
を、備えた照明スタンドに於て、
　上記スタンド本体（10）は、
　複数の窓部（３）を有し、天然の木の枝あるいはつるにて形成された立体枠（２）と、
　トイレットペーパーの芯（Ｐ）を輪切り、乃至、輪切りかつ一部切断して、円形または
木の葉型に形成した単体（４）を、複数個相互接着して、かつ、該複数個の単体（４）の
一方の開口部（９）を塞ぐように和紙（６）が貼られて形成された模様ユニット（Ｕ）と
、を有し、
　上記立体枠（２）の上記窓部（３）の内部に模様ユニット（Ｕ）が接着にて固設されて
おり、
　上記模様ユニット（Ｕ）は花型であることを特徴とする照明スタンド。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、照明スタンドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、照明スタンドとして、シェード等の内部に照明具を内装したものが知られている
（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　しかし、照明具を囲むシェード等が、円筒状、半球状、角状等のシンプルでありふれた
形状であり、手造り感がなく、面白味に欠けるという欠点があった。
【先行技術文献】



(3) JP 3206560 U 2016.9.23

10

20

30

40

50

【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開平５－５７７０５号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　解決しようとする課題は、手造り感がなく、華麗さや優美さや面白味に欠ける点である
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　そこで、本考案に係る照明スタンドは、立体形状のスタンド本体と、該スタンド本体に
内装される照明具とを、備えた照明スタンドに於て、上記スタンド本体は、複数の窓部を
有し、天然の木の枝あるいはつるにて形成された立体枠と、トイレットペーパーの芯を輪
切り、乃至、輪切りかつ一部切断して、円形または木の葉型に形成した単体を、複数個相
互接着して、かつ、該複数個の単体の一方の開口部を塞ぐように和紙が貼られて形成され
た模様ユニットと、を有し、上記立体枠の上記窓部の内部に模様ユニットが接着にて固設
されているものである。
【０００７】
　また、立体形状のスタンド本体と、該スタンド本体に内装される照明具とを、備えた照
明スタンドに於て、上記スタンド本体は、複数の窓部を有し、天然の木の枝あるいはつる
にて形成された立体枠と、トイレットペーパーの芯を輪切り、乃至、輪切りかつ一部切断
して、円形または木の葉型に形成した単体を、複数個相互接着して、かつ、該複数個の単
体の一方の開口部を塞ぐように和紙が貼られて形成された模様ユニットと、を有し、上記
立体枠の上記窓部の内部に模様ユニットが接着にて固設されており、上記模様ユニットと
上記模様ユニットの間、及び、上記模様ユニットと上記立体枠との間に、光及び空気が通
る隙間が形成されているものである。
【０００８】
　また、立体形状のスタンド本体と、該スタンド本体に内装される照明具とを、備えた照
明スタンドに於て、上記スタンド本体は、複数の窓部を有し、天然の木の枝あるいはつる
にて形成された立体枠と、トイレットペーパーの芯を輪切り、乃至、輪切りかつ一部切断
して、円形または木の葉型に形成した単体を、複数個相互接着して、かつ、該複数個の単
体の一方の開口部を塞ぐように和紙が貼られて形成された模様ユニットと、を有し、上記
立体枠の上記窓部の内部に模様ユニットが接着にて固設されており、上記模様ユニットは
花型である。
【考案の効果】
【０００９】
　本考案の照明スタンドによれば、変化に富んだユニークな形状としたり、華麗さや優美
さのある照明スタンドとすることができる。すなわち、手造り感に溢れ、芸術的にも優れ
た味わい深い形状にできる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本考案の実施の一形態を示す正面図である。
【図２】図１の一部拡大図である。
【図３】トイレットペーパーの芯の切断位置を示す斜視図である。
【図４】単体の一例を示す斜視図である。
【図５】単体の他例を示す斜視図である。
【図６】単体の他例を示す斜視図である。
【図７】単体の他例を示す斜視図である。
【図８】単体の他例を示す斜視図である。
【図９】模様ユニットの一例を示す正面図である。
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【図１０】図９のＡ－Ａ断面図である。
【図１１】模様ユニットの他例を示す正面図である。
【図１２】照明具の配設位置を示す正面図である。
【考案を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図示の実施の形態に基づいて本考案を詳説する。
　図１は、本考案の実施の一形態を示し、この照明スタンドは、立体形状のスタンド本体
10と、スタンド本体10に内装される照明具１（図12参照）とを、備える。スタンド本体10
は、天然の木の枝あるいはつるにて形成された立体枠２を有する。立体枠２は、複数の窓
部３を有する。
【００１２】
　図１・図２に示すように、立体枠２の窓部３の内部に、模様ユニットＵが接着にて固設
されている。模様ユニットＵは、円形または木の葉型に形成した単体４を、複数個相互接
着して、かつ、複数個の単体４の一方の開口部９（図10参照）を塞ぐように和紙６が貼ら
れて形成される。図２に於て、和紙６は、点々を施した部分である。単体４は、トイレッ
トペーパーの芯Ｐ（図３参照）を輪切り、乃至、輪切りかつ一部切断して、形成される。
図９・図10に示すように、模様ユニットＵは、例えば、花型である。模様ユニットＵと模
様ユニットＵの間、及び、模様ユニットＵと立体枠２の窓部３との間に、部分的に和紙６
が存在していない隙間８が設けられる。
【００１３】
　次に、本考案の照明スタンドの製法について説明する。まず、立体枠２となる天然の木
の枝あるいはつるを湯で炊く。そして、所望の形状に曲げて立体枠２を製作する。乾燥後
、立体枠に照明具１を固着する。照明具は、棒状、球状等、形状は自由であり、白熱電燈
、蛍光燈、ＬＥＤ等いずれの種類のものでも良い。
【００１４】
　図３に示す２点鎖線位置で、トイレットペーパーの芯Ｐを輪切り、乃至、輪切りかつ一
部切断して、円形（図４参照）または木の葉型（図５～図８参照）に形成した単体４を作
製する。「木の葉型」には、レモン型、カヌー型、目型を含むものとする。図４は、単体
４が円形の場合を示す。図５は、単体４が１枚の木の葉型の場合を示す。図６は、単体４
が２枚の木の葉型の場合を示す。図７は、単体４が一部切断された木の葉型の場合を示す
。図８は、単体４が一部切断後接着して完全な１枚の小さな木の葉型とされた場合を示す
。
【００１５】
　そして、図９・図10に示すように、模様ユニットＵは花型である。単体４を、花型に配
設して相互に接着剤にて接着し、かつ、複数個の単体４の一方の開口部９を塞ぐように和
紙６を接着剤にて貼付して、模様ユニットＵを形成する。図９は、木の葉型の単体４のみ
によって花を構成した場合を示す。図11は、円形の単体４と一部切断された木の葉型の単
体４とによって花を構成した場合を示す。このような模様ユニットＵを、立体枠２の窓部
３の内部に接着剤にて接着にて固着する。ひとつの窓部３（図１参照）の内部に、ひとつ
の模様ユニットＵを配設しても良いし、複数の模様ユニットＵを配設しても良い。複数の
模様ユニットＵを配設する場合、隣り合う模様ユニットＵと模様ユニットＵも接着する。
模様ユニットＵと模様ユニットＵの間、及び、模様ユニットＵと立体枠２との間に、光及
び空気が通る隙間８が形成されている。
【００１６】
　なお、本考案は、設計変更可能であって、例えば、立体枠２、単体４、及び、和紙６の
一部又は全部を着色するも好ましい。また、模様ユニットＵが、花型以外の形状を含んだ
り、模様ユニットＵ全体が、花型を含まない形状であっても良い。また、単体４相互の接
着は省略しても良い。さらに、立体枠２に防虫剤を塗布しておくのも好ましい。
【００１７】
　以上のように、本考案は、立体形状のスタンド本体10と、該スタンド本体10に内装され
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る照明具１とを、備えた照明スタンドに於て、上記スタンド本体10は、複数の窓部３を有
し、天然の木の枝あるいはつるにて形成された立体枠２と、トイレットペーパーの芯Ｐを
輪切り、乃至、輪切りかつ一部切断して、円形または木の葉型に形成した単体４を、複数
個相互接着して、かつ、該複数個の単体４の一方の開口部９を塞ぐように和紙６が貼られ
て形成された模様ユニットＵと、を有し、上記立体枠２の上記窓部３の内部に模様ユニッ
トＵが接着にて固設されているので、天然の素材（天然の木の枝あるいはつる）を生かし
、変化に富んだユニークな形状としたり、華麗さや優美さのある照明スタンドとすること
ができる。すなわち、手造り感に溢れ、芸術的にも優れた味わい深い形状にできる。また
、和紙６に皺が生じない。また、木の枝やつるによって形成された非幾何学的な窓部３に
合わせて、窓部３の内部をユニークな形状に弯曲させることができて美しい。さらに、ト
イレットペーパーの芯Ｐを用いているので、形状保持性が良い。
【００１８】
　また、立体形状のスタンド本体10と、該スタンド本体10に内装される照明具１とを、備
えた照明スタンドに於て、上記スタンド本体10は、複数の窓部３を有し、天然の木の枝あ
るいはつるにて形成された立体枠２と、トイレットペーパーの芯Ｐを輪切り、乃至、輪切
りかつ一部切断して、円形または木の葉型に形成した単体４を、複数個相互接着して、か
つ、該複数個の単体４の一方の開口部９を塞ぐように和紙６が貼られて形成された模様ユ
ニットＵと、を有し、上記立体枠２の上記窓部３の内部に模様ユニットＵが接着にて固設
されており、上記模様ユニットＵと上記模様ユニットＵの間、及び、上記模様ユニットＵ
と上記立体枠２との間に、光及び空気が通る隙間８が形成されているので、天然の素材（
天然の木の枝あるいはつる）を生かし、変化に富んだユニークな形状としたり、華麗さや
優美さのある照明スタンドとすることができる。すなわち、手造り感に溢れ、芸術的にも
優れた味わい深い形状にできる。
【００１９】
　また、和紙６に皺が生じない。また、木の枝やつるによって形成された非幾何学的な窓
部３に合わせて、窓部３の内部をユニークな形状に弯曲させることができて美しい。さら
に、トイレットペーパーの芯Ｐを用いているので、形状保持性が良い。また、外部の壁等
に映る影が美しく見える。特に、光が乱反射した際、美しく見える。
【００２０】
　また、立体形状のスタンド本体10と、該スタンド本体10に内装される照明具１とを、備
えた照明スタンドに於て、上記スタンド本体10は、複数の窓部３を有し、天然の木の枝あ
るいはつるにて形成された立体枠２と、トイレットペーパーの芯Ｐを輪切り、乃至、輪切
りかつ一部切断して、円形または木の葉型に形成した単体４を、複数個相互接着して、か
つ、該複数個の単体４の一方の開口部９を塞ぐように和紙６が貼られて形成された模様ユ
ニットＵと、を有し、上記立体枠２の上記窓部３の内部に模様ユニットＵが接着にて固設
されており、上記模様ユニットＵは花型であるので、天然の素材（天然の木の枝あるいは
つる）を生かし、変化に富んだユニークな形状としたり、華麗さや優美さのある照明スタ
ンドとすることができる。すなわち、手造り感に溢れ、芸術的にも優れた味わい深い形状
にできる。
【００２１】
　また、和紙６に皺が生じない。また、木の枝やつるによって形成された非幾何学的な窓
部３に合わせて、窓部３の内部をユニークな形状に弯曲させることができて美しい。さら
に、トイレットペーパーの芯Ｐを用いているので、形状保持性が良い。また、華やかなデ
ザイン形状とすることができる。
【符号の説明】
【００２２】
　１　照明具
　２　立体枠
　３　窓部
　４　単体
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　６　和紙
　８　隙間
　９　開口部
　10　スタンド本体
　Ｐ　トイレットペーパーの芯
　Ｕ　模様ユニット

【図１】 【図２】



(7) JP 3206560 U 2016.9.23

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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